
～ 6年　12月　20日

（対象者数） 49 （回答者数） 30

～ 6年　12月　20日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

1人1人の必要な支援を見極め職員間でさらに深め、計画に取

り込んでいく。

2

子どもたち・保護者の声も生かしていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童主体で地域と関わるイベントを開催できればと考えてい

る。

2

もっと大々的に告知し、参加ハードルを下げて参加しやすい

ようにする。

3

父母の会、保護者の会等の開催で保護者同士の連携が支援され

ていない。

開催はしているが認識が低く、開催が分からないのかもしれな

い。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の小・中・高等学校との交流や、障害のない子どもと活動

する機会がない。

現時点で交流する場を作れていない。地域ではイベントの際に

事業所として関わることはあっても、利用児が関わるタイミン

グがない。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

子ども・保護者が必要としている支援を計画し行われている。 活動のテーマ、子どもたちに身につけてほしい姿を目標とし、

内容を決めている。

活動プログラムが固定されないよう工夫している。 定期的に活動内容を職員間で話し合い、必要な支援は今何かを

決めている。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　1月　31日

○従業者評価実施期間 6年　11月　18日

○事業所名 あすなろキャンバス

○保護者評価実施期間 6年　11月　18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


